
No.２ 農業機械と可燃ゴミについて（平成 31年 4月受付） 

内容 トラクター、コンバイン等の農業機械を使用した時に、農地から公道

に出る際には必ず泥を落として、車道や歩道に泥のかたまりを落とさな

いようにしてほしいです。泥のかたまりが落ちていると、自動車だけで

なく歩行者や自転車などの通行の妨げになり大変危険です。（警察との連

携が必要）事故が発生してからでは遅いので早めの対策が必要だと思い

ます。 

交通安全と環境の保全のために道路に泥を落とさないように、泥を落

とした場合は泥を撤去し清掃をしてもらえるよう、関係者（農家）に対

して徹底してもらえるようにご指導お願い致します。 

家庭の可燃ゴミの問題です。一般的には、家庭内のゴミの焼却は現在

ないと思われますが、農村部などでは家庭から出る可燃ゴミを家庭の庭

の隅などで、いまだに燃やしている家庭があります。近所の住宅に悪影

響がなければ良いのですが、ゴミの中にはペットボトル、プラスチック

製のゴミ、ゴム類など、一般の紙、ダンボール類以外のゴミも一緒に燃

やすために、異臭・黒いケムリなどが出て、近所の住宅に迷惑をかけて

います。 

焼却する場所と近所の住宅が４～５ｍと近い場所で焼却している場

合、風向きによっては住宅の中まで異臭や黒煙が入ってきます。近所な

ので面と向かって文句も言いづらい所もあります。１週間に１～２回も

焼却して、その都度異臭や黒煙が室内に入ってくると精神的にまいって

しまいます。これら家庭のゴミの焼却をなくすために、大多喜町会報

や、部集落の区長様などから住民に徹底してもらう必要があります。こ

れら無神経に今もゴミの焼却をやっている者は町民の一部だと思います

が、この一部の町民のためにイメージが低下しています。大多喜城下町

のイメージ、自然、住居地の住宅の環境を守る意味からも、家庭のゴミ



の焼却はやめさせてもらいたいと思います。 

回答 始めに農業用機械が落とした泥の件について回答いたします。本件は

本町ばかりでなく各所において問題となっており、各自治体でもマナー

を守るよう啓発が行われているところです。公道に落ちた泥のかたまり

は、自動車、バイク、自転車、更には歩行者の通行の妨げになり、交通

事故の原因ともなります。本町においても、町ホームページによる啓発

の他、特に耕起、田植えの時期等、適期において町広報誌や農家組合長

会議を通じて農家個別に啓発チラシを配布する等、啓発の強化を図って

まいります。 

次に家庭内でのゴミの焼却行為の件について回答いたします。本件

は、法律により禁止されており、町広報誌やチラシ等により周知を行っ

ております。また焼却行為による苦情や通報を受けた場合は、現地へ出

向き、改善命令や行政指導を行っております。 

野焼きが原因となる悪臭は、発生源を特定し、直接指導を行うことが

重要となることから、今後についても関係機関と連携を図り早急な対応

を図って参りますので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。  

 


